
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 9 回 理事会  

日 時 令和 3 年 1 月 15 日  18:00～21:00 

場 所 東町事務所 

出席者 

理事事務所：小無田彰仁、大石勝規、 

リモート：大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、重松康志、永木照彦、浦川純二、     

志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、田中拓郎、飯野朋彦、池田章子 

監事リモート：柿田謙三、大木田治夫 

書記：狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、野原 尉 

その他：岡 一（規約審議委員会委員長） 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １ 長与町障害支援区分認定審査会委員選定の件について 
  長与町障害支援区分認定審査会委員について、任期満了に伴い 1 名の推薦依頼あり。公募の結

果、現任の上野先生からエントリーあり。 審議の結果、提案通り可決された。 
２）時津町介護認定審査会委員選定の件について 

時津町介護認定審査会委員について、任期満了に伴い 2 名の推薦依頼あり、公募の結果、現任の
尾崎先生と濱本先生の 2 名よりエントリーがあり。審議の結果、提案通り可決された。 

３）大村市介護認定審査会委員選定の件について 
   大村市の介護認定審査会委員について、任期満了に伴い 3 名の推薦依頼あり。公募の結果、現任 2

名、新規 1 名の応募あり。新規の西宮先生に対しては地区部長より適任との意見を頂いた。審議の結
果、提案通り可決された。 

４）｢NPTA 規程整備｣の件について 
広告規程、決裁規程、共催・協賛・後援規程、賛助会員規程、組織規程、分掌規程、文書管理規
程の 7 件提出。(資料参照)組織規程、文書管理規程については案の通り。決裁規程について、専務
理事をなくし、内容を副会長に移行。広告規程について、掲載の可否は「掲載の可否の判断は、
当会三役又は理事会にて行う。その際、研修会と広告については協会広報部が打診し、求人広告
及び賛助会員広告については協会庶務部が打診するものとする。」とする。広告サイズは内規に定
める。賛助会員規程について、優遇はなくし、改廃は理事会とする。附則も変更。共催・協賛・
後援規程については事務局に確認後修正。分掌規程について、ブロック局を地域局に変更。以上
修正後 2月の理事会で審議とする。また、新たに名誉会員の規程について検討。本議案の審議は 2
月に持ち越しとなった。 

５）推進リーダー制度（地域包括ケア/介護予防）の会員申請状況について（令和3年1月8日までの申請分）について 
1 月 8 日までの申請分。2 月に導入研修会を予定。e-ラーニングの免除申請 1 名、士会指定事業 3 名が
該当。士会指定事業 3 番の要件について検討の結果、浦川理事の実績証明を添えることで認めること
となった。履修要件については現状に合わせてリニューアルを検討。審議の結果、提案通り可決され
た。 

 ６）学校保健・特別支援教室・スポーツ JPTA 関連会議出席者人選についてについて 
   JPTAから、学校保健と特別支援教室に対する担当者会議、スポーツ理学療法運営担当者会議に出

席する担当者の推薦依頼あり。スポーツ理学療法運営担当者会議は 1 月 23 日の予定。スポーツ理
学療法運営担当者 1 名とオリンピックに関わる理学療法士 1 名が対象。スポーツ理学療法運営担
当者は大石理事で、オリンピックの方は松本先生が参加予定。学校保健、特別支援教室は 2 月 14
日開催予定。学校保健は重松理事若しくは大石理事、特別支援教室は浦川理事を候補とする。審
議の結果、提案通り可決された。 

７）小児リハマップ（2020 改訂版）について 
     指摘箇所を修正した分。担当者の名前の載せ方、役職の記載等を協議。部署、職種と苗字のみ記載

し、役職は抜く形に修正。修正分を各施設に送付し、確認後返送分を再確認し掲載する流れ。小
児リハマップの活用状況の調査、関係機関への周知を行っていく。審議の結果、提案通り可決され
た。 

８）長崎県理学療法士協会 50 周年式典・祝賀会開催・記念誌作成について 
   50 周年式典、祝賀会についての新案として感染が落ち着きやすい 7、8 月、九州学会後の 10 月、予定

通りの 2、3 月を挙げる。会場はホテルニュー長崎を候補とする。祝賀会可能な場合も同会場で士会員
をメインに検討。記念誌について、祝辞の依頼案を作成。案に加えて小川先生への依頼も検討。特別
寄稿として医療功労賞を受賞された大石先生と小金丸先生への依頼を検討。審議の結果、提案通り可
決された。 

９）新入会承認について 



   入会 2 名、休会 18 名、退会 1 名、復会 0 名。審議の結果、提案通り可決された。 
 １０）2020 年度 協会賞受賞候補者の推薦について 
    今年度の日本理学療法士協会協会賞に大山会長、山下副会長の 2 名を推薦する。審議の結果、提案

通り可決された。 
（２）報告事項 
  １）令和 3 年度 事業予算について 
   令和 2 年度の事業予算に近い形で組んだ。会費収入が会費減免を見込み 11,145,000 円。事業収入は参

加費無料で試算。今年度学術研修大会はなしで、代わりに学術研修会 1 回、理学療法士講習会 3 回を
予定。参加費は無料。地区予算について、ハイブリッドやフルリモート、実施回数も不明。予算額確
定のため検討が必要。半分程度サテライト実施の計算で今年度と同程度となる。変更点は各部局と調
整する。 

２）令和 3 年度 事業計画について 
   ほぼ令和 2 年度を引き継ぐ形で、開催形式がサテライトやオンライン等に変更。今後計画の変更あれ

ば総務部まで。 
 ３）令和 3 年度会費減免についての説明文について 

長崎県理学療法士協会の会費を 10,000 円から 5,000 円に減額すること、日本理学療法士協会の会費
11,000 円が次年度から 10,000 円に変わり、合計 15,000 円になる文面をぴーかんてらすに同封し、ホ
ームページに掲載する。 

 ４）令和 2 年度 5 団体合同災害リハビリテーション研修会について 
2 月 27 日土曜日 14 時から 16 時半までの時間帯を予定。講師は佐藤先生で、コロナ禍での災害支援に
おけるセラピストの役割、リモートでできる大規模災害リハビリテーション支援ゲーム本部立ち上げ
ゲームの 2 本立てで講演依頼予定。こちらでお迎えし、リモートでの実施を予定。形式等コロナの状
況によって変更の可能性有り。 

 ５）成長期のスポーツ障害予防講習会 九州・沖縄地区講師養成 Web 講習会について 
成長期のスポーツ障害予防ということで、全日本軟式野球連盟及び運動器の健康・日本協会が指導者
や選手向けに開催してきた講習会。全国でレベルの底上げを図るため日本理学療法士協会が協力し各
県から 3～4 名ずつ講師として育成することが目的。長崎から 4 名参加。 

 ６）スポーツ指導者講習会について 
佐世保市サッカー協会に所属するサッカーチームの指導者及び保護者を対象にリモートでの開催を予
定していたが、全県での開催を検討。健康増進班班長の持永先生を中心に、チカラ整形外科スポーツ
リウマチクリニックの吉田先生と貞松病院の三浦先生、大久保病院の有川先生の中から講師を調整
中。 

 ７）九州理学療法士学術大会について進捗状況報告について 
   大会名は「九州理学療法士学術大会 2021 from 佐世保 長崎」。開催日は今年の 10 月 16 日、17 日。フ

ルリモート開催で、講師のライブ中継、演者はスライドで録画し、オンデマンド配信する。講師のラ
イブ中継を録画してオンデマンド配信できるかどうか講師に確認中。フライヤーは準備中。 大会ホー
ムページ再開は 1 月末までに完了予定。 演題募集期間は 3 月中旬以降から 5 月末までを予定。演題エ
ントリーシステムはジョリスティックス。Web環境はNBCソシア。録画とオンデマンドはソフトエー
ジェンシー様に対応していただく。 

（３）その他報告事項 
 １）役員用 PC について 

理事、監事に各 1 台、島嶼部に 4 台 PC を配置する。計 22 台が事務所にあり、初期設定は済んでい
る。 

 ２）次回理事会について 
次回理事会は 2 月 12 日開催予定。 

 


